
そのうちに、小さな一ぴきの魚が、半にえになって、

ひょこりと、地面へはね上がりました。魚はもう熱く

て熱くてたまらないので、土にふれると、すぐにもと

の王女になりました。王子は大よろこびで、そばへか

けつけて「どうです、とうとう三ばんとも、ちゃんと

つかまえたでしょう。では、おやくそくのとおり、あ

なたはわたくしのものですよ 」と言いました。王女。

はまっ赤な顔をして 「どうぞおつれになって下さい、

まし。お父さまもあきらめて、あなたのおっしゃると

おりになりますでしょう 」と言いました。王子はそ。

の時はじめて 「じつはわたくしは、これこれこうい、

う王子です 」と言って、自分のことを話しました。。

王女はそれを聞かない先から、だれともわからないそ

の王子のりっぱな人がらに、ないない感心していまし

た。それがりっぱな王子だとわかったので、おむこさ

んとして何一つ申し分がありません。王女は大よろこ

びで夜があけると、すぐに王さまのところへいって、

ゆうべのことをのこらずお話ししました。すると王さ

まは、たった一人の王女を、知らない人にとつがせる

のが、おしくておしくてたまらないものですから、王


